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1 は じ め に

オウトウ `紅秀峰'は、大玉で食味がよい晩生種として

期待されている品種である。しかし,豊産性であることか

ら,果実の小玉化と樹勢の低下を招きやすく,着果過多の

場合,摘果の実施が必要なことから果実の横径を指標とし

て早期摘果が可能であるか検討した。

2試 験 方 法

(D 材料及び方法
1999年及び2000年に山形園試場内に植栽されているアオ

バザクラ台 `紅秀峰'(1999年 時11年生)2樹を供試 した。
満開9日 後に樹の東西南北から各 3個の花東状短果枝を

選び,そ こに着生したすべての果実にラベリングし,その

果実横径と落果の推移を 2～ 3日毎に調査した。

3 試験結果及び考察

0)果実横径分布の推移
1999年 :満開10日後の果実横径分布は50～541mを中心

とした単峰性の分布を示した。満開15日後にはその山が崩

れ,75～ 7 9mIを境とする2峰性の分布を示した (図 1)。

果実横径が小さいグループはそのほとんどが最終的に落果

し,果実横径が大きいグループはその多くが順調に生育 し

着果する傾向を示した。

2000年 :果実横径の日別の分布は1999年 とはぼ同様の傾

向にあった (図 2)。 満開19日後になると果実横径の小さ

いグループが落果し,残りの果実の9割は収穫までに至っ

た。また,満開29日後まで着果している果実は,そのすべ

てが収穫までに至った。(表 1)。

●)結実果と非結実果の果実横径の推移
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図 1 果実横径分布 (1999年 )
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表 1 着果数の日別推移

満開後日数  非結実果% 結実果%  着果数

んどが収穫までに落果し,果実横径の大きいグループのほ

とんどは収穫までに至った。このことから満開14日後には,

最終的な結実の有無を判断することが可能と考えられた。

結実判定指標 :満開14日後の果実横径では,3～ 61mま

では非結実果の割合が高かったが,7111以上では,その後

の落果も少なく結実果の割合が高かった (図 4)。 このこ

とから,満開14日後に,果実横径が 7m以上に達した果実
は結実する可能性が高いと考えられた。

4 ま  と  め

オウトウ `紅秀峰'の着果を果実の肥大経過から判断で

きないか2カ年にわたり検討した。その結果,果実横径の

分布は満開9日 ～10日後は単峰性の分布を示すが,満開14

～15日後には果実肥大の良いグループと果実肥大の劣るグ

ループの 2峰性の分布となった。このうち肥大が劣るグルー

プのほとんどが収穫に至らず落果 したことから,満開14日

後頃には着果程度を判定することが可能と考えられた。そ

の場合,着果する可能性が高い果実横径の目安は7 mm以上

と考えられた。
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図3 `紅秀峰 'に おける果実横径日別推移

結実果 (収穫までに至った果実)と非結実果 (生育途中

で落果した果実)の果実横径の推移を1999年と2000年の 2

カ年にわたって調査した。結実果は満開 9～ 10日後では果

実横径が 5m程度であったが,満開14日後では911m,満開
19日後では121mと 順調に肥大した。一方,非結実果は満開

9～ 10日後では果実横径が 41n程度で,満開14日後でも6

1n程度と停滞し,結実果との差が大きくなった (図 3)。

13)結実判定時期及び判定指標

結実判定時期 :果実横径分布の時期別の動きをみると,

2カ年ともに満開14日後頃より2峰性がみられるようにな

り,こ の時期果実横径の小さいグループに入る果実のほと
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